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On　the　Japanese　species 　of 　the　genus 　Calpe　Trelt

　　　　　　　（Lepidoptera ，　Noctuidae）

　　　　　　　　　 By 　Shigero 　Sugi

　各地 の 果樹園に おい て 種 々 の 熟果 を 吸 収加 害す る蛾類 に つ い て は 最 近 強い 関心 が 寄 せ ら

れ，そ の 生態，生活史，被害及 び 防除 な ど に 関す るか な り多 くの 報告 が あ る （例え ば 野 村 ・

服部 ・河 田，1958，1959）． こ れ らの 蛾 類は ほ とん どが ヤ ガ 科の もの で あ る が，そ の うち特

に
“
第 1次加害種

”
と して質 量 と もに 大 き な被害 を 与 え る の は属 Catpe 又 は Oraesiaに ぞ

くす る い わゆ るエ グ リバ の 類で あ る．我国 で は 古 くか らウ ス エ グ リバ ，オ オ エ グ リバ ，ヒ メ

エ グ リバ ，ア カ エ グ リバ の 4種 が よ く知 られ て お り，こ れ らの 種 は しば しば屬説され （最近

で は緒方，1958 ；杉，1959），ま た多 くこ れ らの 名 の 下 に 被害 が 記 録 され て 来たa 　しか し私

が 最近 こ れ らの 群に つ い て 多数 の 標本を調べ
， また 文献を 再検討した結果 で は ， 今ま で の こ

れ らの 種 の 取扱 い に はい くつ か の まちが い が見出 され る と共に，従来日本で は ほ とん ど注意

され て い なか つ た 2，3 の 種類 が 誤つ て 同定 され た り，あ る い は 上 記 の 種 を 混 同 され た り し

て い る場合 が 多い の で はな い か と考え られ る に 至つ た ．こ れ らの 中に は果樹の 害虫と して も

応用昆虫学上 重 要 な防除対象 とな る種を含 ん で お り，将来 の 分布，生態 の 調査 や 防除対策 な

どの た め に も早 急 に 正 しい 分類 を 確 立 して お くこ とが 必要 と思 われ る の で ，C こ に そ れ らの

正 しい 種名 を示 し， 同定上 の 識別点を述べ て お きた い 。

　本丈 に 入 る に 当り，有益 な助言と材料 の 援助を頂い た 農業技術研究所 の 服部伊楚 子氏，及

び 弘 前大学文 理 学 部生物学教室 の 斎 藤 和 夫氏 な らび に 標 本 の 提 供を頂 い た 諸氏 に あつ く お

礼申上げる．また北海道大学農学部昆 虫学教室 の 内田登一教授及び渡辺千尚博士か らは 同教

室所蔵標本の 調 査 に 多大 の 便宜をは か つ て 頂 い た こ と を記 して 感謝の 意を表 した い ．な お

Museo 　 Civico　di　 Stor三a　 Naturale （Genova） の Fv．　 Berio博士 と British　 MuseLim

（Natural　Histery ）の D ．　S．　Fletcher 氏か らも一部教示 と援助を受けた こ と を併せ て 謝

意を 表す る．

Ca 】pe 及 び Oraesia 属 の 醤 徴

　H 本産 の い わ ゆ るエ グ リバ の 類は次 の 2 属 に分類され る．

1 − ♂ の 触角は基方約 3f5で は単列 の櫛歯状を 呈 し，そ の 枝はす こ ぶ る長 く，触角の 先端部

　 約 2／5 で は微毛 状．下唇鬚は 厚 く毛 で 被 わ れ，特 に第 2 節 の 側 面及 び 下面 に 生 ず る毛 は

　 円錐状 の 毛塊となつ て前下方 に 向い 突 出す る……………・・…・…ヒ メ ェ グ リバ 属 Oraesia
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2 − ♂の 触角は 種 に よつ て異な るが，基方 で 単列 の 櫛歯状 とな る こ とは ない，下唇鬚 は 厚 く

　　毛 で 被われ る が，第 2節 の 下面 に生ず る毛 塊の 先端部は円錐状 に 突 出せ ず，ブ ラ シ 状 に

　　た ち落 され る・・・…………・……・…・………・…・……・…・………・・…　ウ ス エ グ リバ 属 Catpe

　こ れら 2 属 の うち Oraesia属 に は ヒ メ エ グ 1丿バ 0 ．　emarginata 　Fabricius及び ア カ エ グ

リバ 0 ．excayata 　BUtler の 2種が 日本に 産 し，特 に 中部以 西 の 温暖な 地方で は （：alpe 属

の 種以 上 に重要 な害虫とな つ て い るが，そ の 種名 に つ い て も識SLI上 に もか くべ つ 問題 が ない

の で 本報 文 で は 記 述 を 省略 し，以 下 Calpe 属 の 種 に つ い て 論ず る こ と に す る．

日本 産 Calpe属 の種 の検 索 表

1− ♂ ♀と もに 触角は両櫛歯状，そ の 枝 は ♂ で は い ち じる し く長 く，両側 の 枝 は ほ ぼ等長，

　 触角 の 中央部で は節の 長 さの お よ そ 4 倍 に 達す る （Fig．9）………一・………………・…

　　…………一 一・一一・tt・一………・一……一 ・・ウ ス エ グ リバ C．　 thatictri　Borkhausen

2 − ♀の 触角 は 糸状，♂ の 触角は 種 に よ つ て 異 な る が，両櫛歯状の 場合に はそ の 枝は短か い

　 　．．．，．．．＿．．＿．．．＿＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．、．，．．，．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．tt．．．r冒．．．，．．．．．．，．．，＿．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・…　3

3 − ♂ の 触角 は 両櫛歯状 で，そ の 外方 の 鼓は内方 の 枝 よ りも長い…………t・一…一・……・…… 5

4 − ♂の 触 角 は両 櫛歯状で な い…・…………・・一・…∴…・…………・……………・・…・…・……・…・7

5 − ♂ の 触角 の 外方の 技は触角の 申央部 で 節 の 長 さ の お よ そ 3倍 （Fig．ユ0），前翅外縁及 び

　 縁毛端部はなめらかで 波状 を呈 しない ， 前翅地色 は灰 褐色な い し紫褐色・……・………・…

　　’…………’’”…’…’…’噂………tt ’tt ’卩………’’”…’”…’オ オ エ グ リバ C，　gruesa 　 Draudt

6 − ♂の 触角の 外方 の 枝は触角の 中央部で 節 の 長 さの お よそ 2 倍 （Fig．11），前翅 外縁は強

　　くま るみ をおびて 外方 に 張出 し， 外縁及び 縁毛端部は波状を黒する，前媛 地色は 濃い 黄

　　褐色…・ttt・・tttt ・t−…・………・…・……・………・・………・・キ ン イ ロ エ グ リバ C・lata　Butler

7 − 6、
の 触角 は 短い い ぼ状 の 歯を複列 に 生ず る（Fig．12）， 前翅 地 色は紫灰 色 ない し灰 褐色

　 各横線に 沿つ て 帯状 に 緑褐色 ない しオ V 一ブ色を おび る，翅 頂 に発 す る斜条 は太 く濃い

　　オ レ ン ジ色 ，そ の 外方 は淡色 に ぼ か さ れ る
………キ タ エ グ リバ C ．hokkaida　Wi 工eman

8　一一　o
一 の 触角は 基方数節 の 背面 に 強い 棘状 の 鱗毛を 密布 し，触角 の 下縁 は葉片状 （Fig．13），

　 前 翅 地 色 は一様 に くすん だ灰褐色で ， 各横縁 に沿 う醤．状 の 濃色 部をもた な い ，翅頂か ら

　　発す る斜条 は や や 細 く赤褐色 を呈 し，そ の 外方は淡色 に ぼ か され ない ・……………・…・…

　　一……・…一……・一 ・一……・……・
ミナ ミ エ グ リバ （新称） C ．minttticornis 　Guen6e

臼 本 炭 の 種 の 記 載
凶

Calpe　tha匡ictri　Borkhausen （＝＝capucina 　 aUct ・）

　　　　 ウ ス エ グ リバ 　（F圭gs．1，2）

Bomb アx 　thalictri　Borkhausen ，179Q ： Eur ．　Schmett、，3 ：425．

Calpe　sodalis 　Butler
，
1878 ： Ann ．　Mag ．　Nat，　Hist．（5）1 ： 2  3．

Calpe　capucina 　and 　ab ．　intensiva　〜Varrerユ，1913 ； 383，　pl．6∈）g ，
70　a ．
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Calpe　capucina 松村，1910： 18，　pL 　18，　f．20 （ウ ス エ グ リバ ）；松村，1931： 771，　 f．715

　　 （ウス ェ グ リバ ）；松村，1932 ： 565，pL　23，　f、5 （ウ ス ェ グリバ ）；河 田，
1932： 1149，

　　 f・2267 （ウ ス エ グ リバ ）；河 田，195G： 750，　f，2114 （ウ ス エ グ リバ ）； 井．ヒ・杉 ，
1958 ：

　　 578 （ウス エ グリバ ）；緒方，1958： 171，f．2380 （ウ ス ェ グ リバ ）；杉，
1959 ： 148，　pl，

　　 101，f．6 （ウ ス エ グ リバ ）．

C α 砂8thalictri 　Berio
，
1956 ； 113．

　 成虫 ；下唇鬚側面，頭 部及 び胸 背 は うす い 灰 褐 色 ， 腹背は うす い 灰 黄色，前翅 地 色 はや や

変化が あ るが うす い灰褐色 な い し紫灰 色 翅頂から発す る斜条は黄褐色 な い し赤褐色で ， 通

常第 2−3脉の 部分 で 浅 く内方 に 彎入 し，こ の 傾向 は こ の 属 の な か で もつ とも強い ．後縁の え

ぐれの ほ ぼ 中央に お わ る．各横線 は あま り明瞭で は な い が，しば しば 褐 色，黄 褐 色又は緑褐

色で 帯状に そ め られ る，前翅 の 外半 で 翅脉はうす く灰黒色 に そ められ，中室 の 上角及 び下角

に はうす い 黒点 が 出 る こ ともある が，み と め られ な い 個体も多 い ．翅 頂 か ら 1
」liる亜 外縁線 は

暗色で ，波状 に 屈 曲 して い る が あまりはつ き りせ ず，しば しば翅 脉上 に 暗色の 小点をの こ す．

縁毛は前翅 の 地色とほ ぼ 同 じで ，先端 は黄褐色をお び る．後縁角 お よ び濫部の 葉状部周 辺 の

縁毛 は黄褐色．後翅はうす い 灰 黄色 ない し灰 褐 色，横線 は み とめ られ ない こ とが 多 い が 明瞭

で はな く，外縁部 は ひ ろく暗灰色をおび る，縁毛 は うす い 黄白色．開張 ：　41−49　mm ．

　 ♂交尾器 （Fig．14）： Val ▽ a の 腹縁 1まよ く骨化 し，そ の 先端部は 内方 に 曲 りハ ン マ
ー
状 を

呈す る．Harpe は左右対称，よ く発 達 し，棒状 で先端は す る どい．　 Aed 。 eagus は きわ め て

細 く長 く， 先端部 に 1小歯をそ な え，背面 に は 微小 な歯 か ら な る帯状 の 鑢 状 部を もつ ．

Cornutus を欠 く．

　幼生期 ： 本種の 幼生期は ヨ
ー

ロ ッ パ で は古 くか ら知 られ，種名も食草 Thagictrum に 由来

す る．日本 で は野村 ・服部 ・河 田 （1958 ）及 び 河 田 〔1959）に よつ て 幼虫 が 図示 された．食

草は周 じ くカ ラ マ ツ ソ ウ の 類 ThalietrUinで あ る．

　分 布 ： 日本，朝 鮮 ，台 湾，中国，ア ム ール ，樺太，ソ ビ エ L 　ヨ ーロ
ッ

パ 申部及 び南部．

　 こ の 蛾 は以上 の よ うに 旧 北 区 に ひ ろい 分布をもつ 唯一の 種 で 古 くか ら記載さ れて い た．し

か し Berio 〔1956）に よ る と今まで
一一

般 に 使われて い た種名 eapucina 　Esper は誤用で あ つ

て ，もつ と も古い 有効 な名 は thalictri　Borkhausen （1790）で あ る．す な わ ち従来 こ の 蛾は

Esper （1789） が 記載 した もの として 扱われて い た が ，
こ れ は 実は capucina 　Linn6 （1758）

の 引用 に 過ぎず ， しか も Linn6 が capueina と名付けた 蛾は ウ ス エ グ リバ で は な くて シ ャ チ

ホ コ ガ 科 の 1種 で ある とい う．R本 か ら記 載 され た Caipe　sodaiis 　Butler （1878） は本種 の

全 くの 異名 で あり，ま た Warren （1913）が 日本産の 2 ♀ ♀ に よつ て 命名 した ab ．　intensiva

Warren に っ い て は Berio も決定を保 留 して い るが ，
こ れ はまず thagictri の 大型 の 個休

と考え るべ きで あろう．日 本で も本種 は 常に 正 し く図 示 さ れ ， 特 に 湿 乱は生 じて い な い，

　国内で は 北海道，本 州，四 国，九 州 に 産 す る が，屋久島及 び 奄美大島の 記 録 は 再調査を必

要 とす る．私 の演接確 認 した 産 地 は次 の とおりで ある．

　北海道 ：釧路国標茶，14 ♂ ♂ 1 ♀，VH −VIH （飯島
一一

雄採集）；札梶，多数 （北大所蔵標

本）．
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　本 州 ：青森県浅虫，1 ♂，VII （北畠宏採集）；群 馬県 川原湯，1 ♂ ，　VII （杉採集）；群馬

県北可剄 ・沢，1・d・1　V ，
VIII （杉採集）；長野鰹 井沢，2 ♂ ♂・V 正1（杉搬 ）；長野県 伊 那

市，1 ♂，VI （小林靖彦採集）；東京都高尾山，2 ！ ♀，　VI （杉採集）；静岡県大滝温泉 ・
10

♂ ♂ 1♀，VI1 （杉採集）；新爵県弥彦山，4 ♂ ♂ 3 ♀ ♀，　 VI，　 VII，　IX （佐藤力夫 ， 桜井精

採集）漸 津鰍 葉山 ，
19 − VI （イ左iltAミ力夫採集）漸 潟剿 ・木，城・3 ♂ ♂・VIII （佐蜘
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夫，村木弘 昌採集）；薪潟県逆巻 ，
4 ♂ ♂ 1 ♀，VII （馬場金太郎，佐藤力夫採集）； 岐阜県

平湯，1 ♀，X （馬場金太郎採集）；兵庫県氷上郡神楽，1♂ ，　 VIII （山本義丸採 集）； 兵 庫

県氷 ノ 山 ，
1 ♂，VIII （山本義丸採集）．

　 C衄pe　gruesa 　Draudt

オ オ エ グ リバ エ （Figs．3，4）

Caipe　8尸脇 α Draudt，　 Mittei廴 Mtinch ．　 ent ．　 Ges ．，40 ： 168；Berio，1956 ；119．
Oraesia　lata河 田，1932 ： 1150，　f．2270 （オ ホ ェ グ リバ ）；平 p！．1，1933 ：p］．40

，
　f．9 （オ ホ エ

　　グ リバ ）；河 田 ，
1950 ； 750

， f．21ヱ3 （オ オ エ グ 1丿バ ）；緒方 ， 1958： 171，
　f．2383（オ オ

　　 エ グ リバ ）；井上 ・杉，1958： 579 （オ オ エ グ リバ ）；杉，1959 ： 148，Pl・101，　f．3 （オ

　　 オ エ グ リノく）．

　成虫 ：下譬鬚側面，頭 部及び 胸背は褐色 な い し紫褐色，腹背は灰褐色，前翅は 比較的濃 い

紫褐色 翅頂か ら発す る斜条は ほ とん ど直線状で 赤褐 色，後縁 の え ぐれ た 部 分 の 中央 よ りい

くぶ ん基部 に 近 くお わ る．そ の 内方 に ある 3 本 の 横線は赤掲色をお び るが 明瞭で ない．前縁

は黄褐色を お び，翅 脈 は 翅 の外方 で 灰 黒色 に そ め られ る．中霊端付近も濃色を呈するが，上

角及び 下角 に 明瞭な 黒点を現 わす こ と は な い ．前翅 の 外縁に 近 く，第 3 豚 上 に 円形 の 淡色班

（灰 色 な い しうす い オ リーブ色） を 現わ す の は本種に 固有 な特徴 とな り，そ の 部分か ら外縁

に か けて うすい紫白色 に ぼ か されて い る．縁毛は翅の 地色と同 じ褐色だ が，こ の 部分 で は や

は りうす い 紫白色 を お び る．後翅 は ほ ぼ一様 に 灰 褐色 を呈 す る が 中央 に 不明瞭な 暗色の 横線

が 走 つ て お り，
こ れ と平行 して 外縁部もrliひ ろ く暗色 を お び て い る．縁毛はうすい 黄白色．

開張 ： 53−58　mm ．

　♂ 交尾器 （Fig・16）： Valva 腹縁部の 骨化は 強 くな く，そ の 先端部は 細 く指状を 呈する

が，valva の 先端を 超 え て 突出す る こ とは な い ，　 HarPe は や や 非対称．　 Aedoeagus の大 き

さ は中庸で 先端部 に数本の 小さい 歯をもつ ．Cornutus は 3 群 の 多数 の 細か い 針 か ら成 る．

　幼生期 ：松 田 （1911）が オ オ エ グ リバ の 幼虫と して 報告 して い る も の は，そ の 成虫 の 図 や

記 述か らむ しろ hokkaida で は な い か と推定され る
S‘．従つ て 本種 の 幼生期と食草 に つ い て

は正 確 に は未知 で ある．

　分布 ： 日本，朝鮮，中国，

　こ の 蛾は 日本で は もつ と もよ く知 られ る大型 の Caipe で あ るが ， 我国の 文献 で は例外 な

しに
tt
　Oraesia　lata　Butler ”

の 名が用 い られて 来た．こ れは 明らか に 松村 （19ユ ，1931）

の 影響 で あ るが，私が最近調 査 した と こ ろで は，松村 が 図示 した 標本 は後 に 述 べ る よ うに 実

は次種 で あつ た か ら，厳密 に は オ オ エ グ リバ とい う和 名 は 次種 に 対 して 名つ げられ た と見 る

べ きで ある．しか しすで に河田 （1932）が夲種を オ オ エ グ リバ と して 図示 し て 以 来，平 山

（1933），河 田 （1950），緒方 （ユ958），杉 （1959）も同 じ取 扱い を して い るの で ，混乱を避 け

る た め こ の 和名を本種に の こ し， 次種 に対 して 別名を与え る の が妥当で あ る．こ の 蛾が 正式

に記載され た の は ご く最近 の こ とで （Draudt ，
　1950），の ちに Berio （1956） が再 記 載 し，♂

＊
この こ と に つ い て は 服部伊楚子氏の 教示 に 負うと こ ろが多い．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

ー

196 ／

　　　　A

KONTYU 99

交尾 器を図示 し，分布に 日本を加えた．国内の 産地に つ い て は，従来 の 記録は次種を含ん で

い る と考 え られ る の で 再 検 の 要 が あ るが，本州，四 国，九州 に は確実 に 分布 し，北海道 に は

分布 して い ない か，あ るい は南部地方 に 限つ て 産 す る もの と推定さ れ る，私 の 確認 も し くは

確実 と推定す る産地 は次 の とおりで あ る．

　本州 ：秋田県 （服部伊楚子氏教示）；福島県磐梯山，1 ♀，4．VIIL 　1927 （北 大所蔵標本）；

長 野県上 田市，多数 （農技研所蔵標本）；長 野県 松本市外朝 日村，16 、

，
VIH （清沢晴親採

集 ）； 東 京 都 高 尾 山，3 ♀ ♀，VHI −IX （杉採集）； 静岡県 凾 南，1 ♀，ViH （西川 協
一

採集）∫

静岡県大滝温泉 ，
2 ♀ ♀，VII （杉採集）；新潟県弥彦山，2 ♂ ♂ 3 ♀ ♀，　 VII

，　 IX （佐藤力

夫採集）；新潟市 ，
1 ♀．X （桜井精採集）；新潟県逆巻 ，

1 ♀，　 VII （佐藤力夫採集）；兵庫

県氷上 郡神楽 ，
1 ♂，VHI （山本義丸採集）．

　四 国 ；徳島県東祖谷，1 ♀，25．VII．1955 （山本義丸採集）．

　九 州 ： 大分菓佐伯市，1 ♂ （中村正直採集）．

　朝鮮 ： 1 ♂ （北 大所蔵標木）。

9a 9b lO 11 12

離
13

Figs，9−13， 口本産 Ca　lpe の 触角 （13 の み は側面 か ら， 他は
一
ト面か ら見 た と

こ ろ）．　 9a．　thalictri ♂ ，
9b ，　thaiictri ♀，10．　gruesa ♂，1L 　 lata ♂，12，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 hokkaida ♂，13．　 minuticornis ♂．

Calpe　lata　Butler （二aureoE 舞 Graeser）

　　キ ン イ ロ エ グ 1）バ （Figs．5，6）

Calpe　lata　Butler，1881 ； Trans ．　 ent ．　Soc．　Lond．，1881 ： 21．

Cagpe　aureola 　Graeser，1889 ： Berl．　 ent ．　 Zeit．，33 ： 260 ；Warren ，1913 ： 383，　pl．69　h ；

　　 Bryk ，1948 ： Arkiv 　f．　ZooL，41　A （1）： 135； Berio，1956 ： 113； 井上
・
杉 ，

1958 ；

　　579 ；杉，1960 ： 28 （キ ン イ ロ エ グ V バ ）．

Oraesia　tata 松村，
1910 ：13

，
　 pL　18，　f．1Q （オ ホ ー グ リバ ）；松村，1931 ：824，　 f．962 （オ

　　ホ エ グ リバ ）；松村 ，
ユ932 ： 567

， pL　23，　f．7 （オ ホ ェ グ リバ ）； 加藤，1934 ： pL　25，　f．2

　　（オ ホ エ グ リノ h”）．

Caipe　iata斎藤，1960　b ： 49 （キ ン イ ロ エ グ リバ ），

　成虫 ： 下唇鬚側面 は黄褐色で や や オ レ ン ジ色をお び る．頭部 は灰 褐色，胸背もほ ぼ 同色だ
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が やや 黄色瞭をおび る．腹背は灰褐色．前翅は前種 よ りもやや 短 く巾ぴ ろ く，特 に 前翅外縁

は 翅頂 の 下 で 内方 に彎入 し， の ち強 く外方に ふ くらみ，外縁及 び 縁毛端部 は波状を呈 して い

る．前翅 地 色 は 濃い 黄褐色 で，一
見金色をお び て さ え見 え る．翅頂に 発す る斜条は ほぼ 直線

状 だ が，前種よ りは第 1
，
2脉 の 開で や や 内方に 曲つ て お り，濃い 赤褐色 ， そ の 外方は うす

い 紫色 に ぼ か され，後縁 の えぐれの ほ ぼ中央に お わ る．斜条 の 内方に あ る横線 は黄褐色 な い

し赤褐 色 で ，や は り外方を うす い 紫色 で ぼ か され る，中室端 に は上角及 び 下角に そ れ ぞ れ 明

瞭 な黒色 の 小点をもつ の が普通 で ある．翅の 外方 で は翅 脉 はうす く黒色 にそ め られ る，翅頂

付近 は同 様 に うす く黒 色を お び ， こ こ か ら斜条 に 沿 つ て 発す る暗色の 薫外縁線はの ちに 分れ

て ほ ぼ 外縁 と単行 して 走 り，第 2−7脉上 に 小黒点を の こ す．第 3 脉 上に gruesa の よ うな淡

色斑をもた な い が ， こ の 部分か ら外縁 に か けて や は りい くぶ ん うす く紫白色をおび る．縁毛

は黄褐 色 ， 第 2−5脉 の 部分で は紫灰色．後翅 は gruesa と異 つ て 地色は黄色を おび，中央 に

ふ とい 灰 黒色 の 横線 を もち， 外縁部 も 巾ひ ろ く灰 黒色を呈 して い る ．外縁及び 縁毛 は gruesa

と異 な りあ ざや か な黄色 を呈 す る．開張 ：49−54mm ，

　♂交尾 器 （Fig．18）：Valva は gruesa よ りもや や 巾せ ま く，腹縁は 先端部で や や ふ とい

指 状 とな り valva の 先 端を こ えて い る．　 HarPe は い くぶ ん 左右非対称 で 右側 は ふ と い 棒

状，左側 は ほ ぼ ハ
ート形 を 呈 す る．Aedoeagus は ほ ぼ 中庸 の 大きさで 先 端に 近 く 1個 の や

や 長い 歯 を もち，cornutus は 数個の 短い 針か ら成 つ て い る．

　幼生期 ： 本種 の 幼 虫 は ご く最 近斎藤 （196Da ，196Qb ）に よつ て 発 見 され，そ の 形態 につ い

て 簡単に 報告 され た．幼虫 は青森県 で コ ウモ リカズ ラ Menispermum　dauricuniか ら得 られ

て い る．

　 分 布 ： 日本，朝鮮，ア ム
ー

ル ，申国 （東北 部）．

　Lata　Butler は古 く 日本 か ら記 載 され t　 Leech （1889）もこ れ を扱つ た が 1 度も図示 され

た こ とが な く，日本で は そ の 種名は前種 に 対 して 用 い られて来た．一方ア ム
ー

ル か ら記載 さ

れた aureola 　Graeser は，　 Warren （1913）に よ つ て 日本 を 分 布 に カ1．「え られ た が，日本 で は

ほ とん ど注意 されず ， ご く最 近 まで井上 ・杉 （1958）が 引用 した の み で あ つ た．そ の 後私 は

本種の 実物を見る機会を得て分布を確認 し，キ ン イ ロ エ グ リバ と命名，簡単 に 報告 した （杉，

196e）．しか しそ の 後 見 る こ との で き た Berio （1956） の 研 究に よ る と aureola と lataが

同
一

物 で あ る こ とが 明か に な り，lataは 非常に大型 の個体 （開張 55　mm ）で あ る とい う．

Beri  は 種名と して aureota を用 い て い る が ，こ れ は お そ ら く彼の 思 い ちが い で ，よ り古い

名 ’躍 α が本種 の 種名 と して 残 さる べ きで ある。R本 で 松村 （1910，1931，1932）が Ot’aesia

lata の 名で オ オ エ グ リバ と して 示 した図は 明かに大型の Calpeの ♀ を示 して おり，今まで

こ れは前種 gr”esa を 描 い た もの と理 解 され て い た，と こ ろ が私 が 北 海道大学農学部昆虫学

教室 の 所蔵標本を 調 べ た と こ ろ，松村の 用い た標本 は実 は こ の キ ン イ ロ エ グ リバ で あつ た．

また加藤 （1934）が示 した 図もい わゆ る オ オ エ グ リバ で な くて 本種 で あり，本種 が原色で 示

され た唯
一

の 例 で ある．国内で は現在 ま で 本州の み か ら得 られ て お り，北海道 産の 標本 は北

大 に も見当らな い．私 の 確認 して い る産 地は 次の とお りで ある，

　本州 ： 青森県 弘前市，
1 ♂ 3 ♀ ♀，VII（斎藤和夫飼育）； 長野県上田 市，3 ♂ ♂ 6♀ ♀ ，
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VIII （農技研所蔵標本）；長野県北安曇郡八坂村 ，
1 ♂ ，　VIII（倉田稔採集 ；杉，1960）；長

野県 松本市，
1 ♂，VHI （清沢晴親採集 ）：新潟県弥彦山，1 ♀，　 IX （佐藤力 夫採集）；薪潟

市，
1 ♀ ，

IX （氏家佳代子 採集）；新津市 秋 葉 山，1 ♂ ，
　 VIII （桜井精採集）；新潟県逆巻，

3 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ，
VII （佐藤力夫採集）； 新潟県小木 ， 城，1 ♂，　VIII（村木弘昌採集）； 佐渡

島畑野村 ，
1 ♂ ，

VII （本間採集）；
“
丹波

”
，1 ♀ （北大所蔵標本）

＊

；兵 庫県柏原，1 ♂，　VIII

（山本義丸採集）．朝鮮 ：Seoul，光 陵，1 ♂ ，
　 VI エ （朴世旭 採集）．

Calpe　hekkaida　Wiieman （＝ h6nei　Berio）

　　　　 キタ エ グ 1丿バ （Fig．7）

Caipe　hokkaida　Wi 王eman ，1922 ：Entem ．
，
55 ； 198； 井上 ・・杉，

1958　：　578 （キ タ エ グ リ

　　 バ ）．

Calpe　hδnei 　Berio，1956 ： 116．　Syn．　nov ．

Oraesia（Calpの striata 松村 ，
工930 ： 25，　pL　6，　f．11 （ス ヂ ェ グ リバ ）．

　成虫 ： 下唇鬚側面 は灰 色で オ リ
ー

ブ色 を お び ，毛塊 は い くぶ ん 才 レ ン ジ 色を お び る．頭部，
胸背は うすい 灰 褐色 前翅 は rhalictri に もつ とも似 るが や や巾ひ ろく， 後縁 の え ぐれ はや や

浅 く，後縁基部 の 葉状9 の 突 出は弱 く縁毛もや や短かい ．前姻 地色はうす い 灰 翅 色 で ，や や

紫灰 色を お び る．翅 頂 か ら発す る斜条は細 か い 屈 曲 は ある が ほぼ 直線状 で，後縁 の え ぐれの

ほ ぼ 中央 に お わり， オ レ ン ジ色，そ の 外側 はか な り「
．
F／ひ ろ くうすい 紫灰 色 に ぼ か さ れ る，こ

の 斜条 と そ の 内 方に ある各横線の 内側 は広 く灰 縁色 な い しオ リーブ 色 を お び，’加 ’∫α ”∫よ り

も一そ う 目立 つ て 帯状 に み える翅 頂 に 発 す る亜 外縁線は 暗色で ，第 3−4 脉の あた りで もつ

と も外方に ふ くらむ．本種 で は 翅脉 が 灰 黒色に そ められるこ と は な く，ま た 亜 外縁線上 に 黒

点 を現 わ さな い ．亜 外縁部は 第 4脉 力〉 ら後縁角に か けて うすい 紫灰 色 を お び ， 縁毛に 及 ぶ ．

縁 ：毛は 他の 部分で は褐色をお び る．後翅はうす い 灰 褐色で ，基部に 向つ て や や 淡色とな るが，

横線や 外縁部 の 暗色帯 は ほ とん どみ とめ られ ない ．縁毛 は うすい 黄色．開 張 ： 45−50 　mm ．

　♂交尾器 （Fig．17）；Valva の 構造は gruesa や lafaと よ く似 て い る が，腹縁 の 骨化 し

た部 分 は 先端で 指状の 突起 と な つ て 内方へ 強 く曲り，valva を 横断 して そ の 背縁か らさ らに

突 出 して い る．Harpe は左右非刻称，右方 の そ れはか なり長い 腕状．　Aedoeagus は す こ ぶ

る大 き く，先端部背面と中央部腹面 に は粗い 歯を生 じて 鑢状 を呈 し，さ らに 背面 に は 強 い 1

突 起 を そ な え る．Cornutus は 数個の 不斉 な骨片 で，歯を 担つ て い る．

　幼生期 ：本種 の 幼虫 はすで に Wileman （1922）が 食司育 して お り，食草 キ ケ マ ン Corydalis

Pallidaが 報告さ れ て い る．ま た 服部伊楚 子氏 の 教示 に よ る と河 田 （1951）が ウ ス エ グ リバ

と し，野村 ・服 部
・
河 田 （ユ958）及 び河 慝 （1959）が オ オ エ グ リバ として示 した幼虫の 写真

及び記事は す べ て 本種 で あ る．こ の 幼虫は カ ラ マ ツ ソ ウの 類 Thalictruntで 採集 され た．ま

た松 田 〔1911）の 報告 した 幼虫 が も し本種で あ る な らム ラ サ キ ケ マ ン Cor）
’dalis　incisaも本

種 の 食草とな る が，再確 認 を要す る．

　分布 ； 日 本，中国．

）［［
松村 （1910，1931

，
1932）の 図 に用 い られ た標本．
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　こ の 蛾が 注 目されだ した の は 比較的 近年 の こ とで ，まず Wilernan （1922）が British

M 。 seU 皿 の 標本 1は つ て 本髄 艦 し，1礁 で 鯖 した 標紐 ・yp ・ と して 講 ・ 中国 に

も産す る こ とを明か に した．そ の 後本種は Seltzの 図説で も見落 され ，井上 ・杉 （1958）が キ

タ エ グ i）バ と命名引用 した 以外 に 注意 され る こ とが な か つ た．しか し松村 （1930） が stnata

Poujadeとして 原色で 示 した 蛾は hokkaidaで あつ て ，
こ れ が本種 の 唯

一
の 図示例で ある．

鮒 の 用い た学都 楠 う ん謝 で 洪 上
・杉（・958）の eeeか らも除 か 鮒 彫・ば な らない ・

実物につ い て は私 は 北海道大学農学部昆虫学教室 の 標 本を 確 め る C とが で きた．琴II名 ス ジ エ

グ リバ は従 つ て キ タエ グ リバ の 異名とな る．最 近 Berio （1956）は 同 じ く中国及 び 日本 の 材

料に よ つ て 本種を扱い ，♂ 交尾 器 を 図示 して い るが，彼 も Wileman 〔1922）の 記載 を見 お

と し瀬 に こ a’、de　 Caipe　honei　B ・ri ・ と銘 して い る・ ・ れ は もちろ漁 融 名 で あ る

国内 で 齔 罐 及鉢 鰰 ・ 覗 目・髄 て い る・私 の 際 糺 て い 臓 地瞰 の と is　IDで ある・

北髄 、軅 国蘇 ，
・ ♀ ，

28．Vm ・・957 （鯤
一

雄採集）；
』i’蹴 ミ別 ・

1 ♀ ・
2°・VII・

1951（服部伊
’
楚子飼育，農技研所蔵標本）；札幌及 び定山渓，多数，（北大所蔵 標本）； 藤館

（Wileman．1922）・

　　酬 、、1、聯 ，・ ♀，
15．・X ．・ ・96・ （木俣 繁採 集）濮 ・騨 川古蘇 ・

1 ＆ 6−7・　！X ・　／959

（小林洋採集）、藤 縣 ，平，・ ♀，6・IX・・952 （杉櫞 ）・碧羊’騾 戸倉 1♂・22・VIL
　
1954

（姓 昶 鞭 集濃 細 所蔵標本）・長野県 上 田市，・♀ ・
2G・V ・IL　 1957 （服音B礎 子採 集

農躡 所鰾 本）、闘 県燭 川，・ ♀，3… VIII・・93・ （清沢日譲 採集）・鯨 齲 勵 ・
1

♀，3．VII ．ユ932｝ 1♂，17．　X ．1933 （東京農大所 蔵標本）；新潟県弥彦山 ，
5 ♂ ♂，18，29．

V ］．1．・ 1958 ；1 ♀，26．VI ．・・96・（佐藤力夫 ・桜井糊鰈 ）漸 津鰍 勲 U・1 ♂ ・
4・VH ・1959 ；

1 ♀，24．・ VI．・96・（村木弘昌・佐藤力趨 集）漸 潟県 騰 ・
・ ♂・2・VII・1956 （馬齢 太

郎採集）．

　　　　　　　　　　　　　　Calpe　minuticorn 三s　Guen6e

　　　　　　　　　　　　　 ミ ナ ミエ グ リバ （新称）（Fig．8）

C伽 繍 如 幡 G ・ ・ ne ・
，
1852 ・ Spe ・・G … L ・p ・，6 ・ 374・ M ・。 re ・ユ882： Lep ・Cey1 ・

　　3 、78，．pl．153，
　f．3 ；W ・・ren ，・1913・ 383，　P1・699 ・ Wil ・man ，・19221・198； B ・・i・・1956 ：

　 　 エユ3−

　成虫 ： 下唇鬚側面 ， 頭部及 び 胸背 は うす い 灰 掲色 頭部下而，前脚慕節等 は まつ た くオ レ

ン ジ色 齢 び な い 揃 翅 は灰 馳 な い し紫灰 tht鰻 は や や th・li・t・i・ ｝・t！／て い るが・顯

か ら発 す る 斜条は第 3 脉付近 で わず か に 内方に彎入 す るて い どで 後縁 の え ぐれ の 中央 部 よ

りも基部 に近 くお わ る。斜条は黄褐色 な い し赤褐色 前翅地色は 斜条 の 外方で 淡色 を黒 す る

こ とはな く，内方 の 各横線も弱 く不明瞭で
， 前翅の 色彩 はや や 単調 で あ る．中盍端部はや や

暗色をおび るが，上角及 び下角Nc 存！tす る黒 点 は きわめて 微少で み とめに くい こ と もあ る．

翅 の 外半で 捌 永は か鋤 ・厭 黒色 を お び る・亜 外繍 勦 走 り方は 加 た翩 ・ に ほ ぼ 脳 鰯

く，翅 脉上 に 弱 い 麗 髄 の こ す．tt　3 月永上で は こ の 暗色点 に 接 しそ の Ptyall　｝c 小 さ い 灰 鰄

が あ るが 微弱で ，そ の 外方外縁にか けて はわずか に灰 白色をおび るて い どで ある．縁毛 は灰

褐色で，端部は黄褐色をおび る．後翅 は暗 灰揚 色 ， 内方 に 向つ て や や 灰黄色を呈す るが横線
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は まつ た くみ と め られない ．縁毛は くすん だ灰黄色．開張 ：39−43mm ．

♂ 交黠 （Fig．・5）・V ・ 1・ ・ 腹縁磆 化 は先鄰 に 近 く腕状族 起とな つ て ・ ・lva の 外

縁を翫 る．H ・・p・ は・」・さ く，左右対称．　A ・d・ eag ・・ は緬 に 細かい 蹴 部齢 つ の みで
・

cornutus を欠 く．

　幼生期 ： イ ン ドで は Moore （1882）の 記録があり，　Wileman （1922） に よつ て 引 用 さ れ

て い る．また Gardner （1948）も幼虫 を記 載 して お り，イ ン ドで の 食草 は ツ ヅ ラフ ジ科 の

Cocculus　macrocarpus 及び Cissampetos　pareira とな つ て い る．

　分布 ： 日本，琉球，台湾，フ ィ リッ ピ ン，ジ ャ ワ ， イ ン ド，
セ イ ロ ン

， オース トラ リア ．

　こ の 蛾の 分布は 他の 4種 とちが つ て 東南 ア ジア に ひ ろ く分布して おり，日本で は ただ 1 度

Wil，＿ （1922）の 言己鋤 ・ある 樹 で ある．彼 は B ・i・1・h・ Museum に Oiwake （矯 県追

分）で とれ た 1 ♂ の あ る こ とを記 して い るが，こ れ は 井上 ・杉 （1958）も見落し て い る．

B ， r三。 （・956） の 讖 して い る ・ ♂ は Wl1 ・… の 扱 つ 燭 概 同 じもの と考え られる・私

が こ れ ま で に 見 た 日 本産の 標本はすべ て 屋 久島以南の もの で ，本種 は た とえ本土 に土着 して

い る と して もそ の 分布 は 西南部に 限 られて おり，Wileman の 材料は例外的 に 中部で とれ た

もの と齪 され るぽ 幄 嬬 掩 歎 島か らの ウ ス エ 列 バ の 記鍮 ま郊 ・ん竰 の 碇 の

あや ま りで あ ろ う．私 の 直接見 た 標本は次の とおりで あ る．

　屋久島 ： 安房，1 ♀，1G．　VIIL　1956 （石塚
一

義採集）．

　奄美大島 ； 住用村，2 ♂ ♂，28．VL 　1924 ，　No ，7830　A ，　B （河 田 博士標本，農技醗所蔵）．

沖縄本島 、 首里，1 ♂ ，
・6．　 VE．・ ・96… ♀，9・VL ・96・ （東平地清 二 採 集）・

　産」也不明　： 1 ♀，　No，　2200　〔？V 日ヨト専」二標本，　農技研所蔵）・

　以 上 の 5種 が 1 本か ら確実 に 知 られ て い る が ， なお 1，2 の 未解決 の 種 が あ る の で 付記 し

て おく．

C。lp。　。lbi，i，g 。・a　1’1・mp ・・n ．　 Ham ・… （・926）が こ の 磁 講 した とき ・ そ の 楙 1

申に 日 本産 の 1 ♂ が加 え られ て い た た め，こ の 名は井上 ・杉 （1958） に よ つ て 引用 され た ，

B 。，i。 （1956）帥 雕 の 1 ♂ を lect・typ ・
r
・（指定 した 細 本産の 標本 ｝こつ い て は脚 て い

ない ，私は H 。 mp … が 躰 産 の 8 ・娜 睦 瀾 して い た の かと想イ象して い るが
一

応 こ こ

で は未解決と して お きた い．

　C 。lp、　eu ，trigata　Hamps ・・ ． ・ の 恥 H ・m ・・。・ （1926〕 1砿 つ て 記 載 さ れ・Be 「i°

（・956）棚 本産 の ・ ♀ （B ・i・i・hM ・ ・eum 臟 ）を 訟 して 幡 力｛そ の 正 体は私 ICは 硼

で ある．国外 の 分布 は ビ ル マ ，K ン ド，セ イ ロ ン と なつ て い る。

　　　　　　　　　　　　　　　參　　潟　　夊 　　献

B ，，i。，　E，（1956）ApP ・ ・t量 … 1・・… peci ・ d・19 ・ n ・ re 　C・lpe　T ・・M 眦 S °c・ent ・

　　　　　　Ita1，，　35こ　109−119．

D ，a 。 dt，　M ．（195  ）B・it・彑9・ … K … t・i・ d・ r 　Ag ・・tid・・ Chi・… Mitt・i廴 Mtinch・

　　　　　　ent ，　GeS．，40 ： 168．

G ，rd 。 ，，，」，　C．　M ，（1948）0 ・ th ・ 1・・v … fth ・ N ・ ct ・id・・ IIL　 T ・・… R ・e ・t・S°c・

　　　　　　Lond，，
98 ：　75．
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Summary

　　 This　 paper 　 was 　presented 　to　 es ね blish　a　 correct 　 classi 且catiolユ of 　the　s．　pecies　of
the　genus 　 Calpe　 Treit、

，
　 which 　are 　standing 　三n 　 some 　 confuslon 　in　most 　 of 　 our

literature．　 It　 seems 　 necessary 　to　 facilitate　 the 　 identi丘catio ロ of 　 these　 pests　 of

economical 　 irnportance，　 injuring　vario ロ s 　kind　 of 　riped 　fruits　in　磁 any 　orchards

of 　Japan．　Ausefu 里paper 　by　Berio　（1956）　r 巳v 圭sirlg 　the 　Oriental　species 　of 　this

genus 　is　followed　here，　but　some 　minor 　changes 　in　synonymy 　are 　proposed ： Calpe

hokkaida　Wi ！eman （1922），　 which 　he　 overlooked ，　 must 　 suppress 　 his　 new 　 species

Catpe　hOnei　Berio （1956）described　from 　 nearly 　the 　 same 　Iocalities
，
　 and 　Calpe　lata

Butler （1881 ）圭s 　a 　 va ！id　name 　having 　the 　 prec母 dence　of 　Caipe　 aureola 　Graeser

（1889）he 　 used ，　 when 　hoth　 are 　conspecific ．　Five　 species 　 now 　 secured 　 to　inhab 圭t

Japan，　thatiぴ ri　Bkh ．，　 g 厂uesa 　 Drdt．，　lata　BtL，　 hokkaida　W 三lem．　 and 　 m 伽 ticornis　Gn，
are 　discussed　and 　illustrated．
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